
て,誘㍍休損失の割合が非常に多くなり経済的な送電電

リリーホルメンス社との技術提携

日.)二く電線でほ超高圧地中ケーブルの増産態 椎立を

機ムこ二,スエーデンのリリーホルメンス･ケーブル社と

技術提携を行った｡契約内矧よi 高圧(60kV乃至425

klJ… OFナーブル,高圧歯髄滴胞ケーブル,ケーブルと

変圧器上の直接接続およぴコンデンサ形端末プッシング

なごしつ設計,製造および布設に関するいっさいを含むも

のでょる

リリーホルメンス杜はスエーデン最大の竃;モ機器メー

カーでぁるアシア杜の電力ケーブルおよび蓄乍E執■f肝ユと

し∴二発Ji呈し,1955年に独立した会社で,[卜､上製作所より

独▲､ソニし7トニ日立電練とその隼い立ちを･一一にしている._､

回=二はまたOFケーブルや#電損などの製品の研究の

長なキーrユ∴送電系統や機都との協言榔こ【対する諸問題につ

いてもてシア杜と密接な連絡をとって研究を進めてい

て,ケーブルメーカーが埠独でほ雛決できない面の聞登

を容坊に進め得られる強味をもっており,その点におい

てもt.†立電線と同一条件におかれている.二

リリーカルメンス杜は1948年 偶の司剛に 内(･こある

Harspr畠ngetに世射で初めての380kVOFケーブルを

納入して以来,数次にわたり 400kV絨のOFケーブル

を製㍊しており,また1953年に供卵故長

(100kmノ かつ滋初の直流100kV海底

ケーブ′レを製造,スエーデン木二I二とゴッ

トランド島の間に布設している.⊃

またわが国で瓢Jf,海岸および奥地の

発射左肺二適用されようとしている変圧

器とケーブルとの正机力式笹ついても早

くかこ二J阻発しでおり,1945年70kVケーブ

ルに過1【jさjtたのを初めとして,1955年

にく土j25lくVlx900mm20Fケーブルの

猷結~モrl二約50セットを設腔している

ケーナ,ン本体についてほリリーホルメ

ンス巨ト､)ものほ使用する紙座を0.04､

0.051111了l捏度を最小厚として極薄紙ほ他

用し-なぃ.

】1■甜三従i城ではケーブル全損共に対し

圧はこれによって決藁される ことから誘乍 体損失を極力

少なくして送甘-J階矧上の風域を広げることを最重点と

している結果による.〕

また油圧も 5kg/cm2程度のいわゆる-~柚l旧三~〟式を採

用している.コー般に州虹を高めて交流耐電圧を増大させ

ることほ望ましいが反l御嵩末や接続部の油漏れに対する

補政構造が板雑となるL〕

しかしながらリリーホルメンス祉の技術によれば極端

な高柚旺によらなくても十分満足する竃気的相性が得ら

れ,したがってケーブルの端末および接続1恥は構㍊が簡

叩.で,布設,保`､1‥がきわめて容易となる｡｡

また吊神ほ_■.恕許な経闇睦もつ瀞電蓄電需の技術をいか

L,ケーブル端末にリング形コンデンサブッシソグを適

川して端末洋l;長さおよび外径の縮減に茸L･い効果をあげ

ている

川社のもつ以上のようなすぐれた技術は送電線の~高電

批化む急速におし進めなければならない日本の現状甘ヰ

.克て今ただちに必要なものであり,本i詩人はまことに時
手打をfミ阜たものといえる..〕

日立電線でほ近く整備される新しいOFケーブルニ_1二域

の完成とともに,この提影引こよる飛躍的な製造技術の同

仁が‡那拝され,425kVOFケーブルの二r二美化も遠くほな

いとノ蕊われる｡
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ヒH高分工場の建



立

第2図 日立電線株式会社[l高分工場の建設状況

日 高分工場の建設進む
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F一司家エネルギー対策および今後予想される電力需要の

増大に対応し電線,ケーブルを供給してゆくためにも,

また東南アジア,南米諸国に進出し,激烈な国際競争

に耐えて輪Ⅲの拡大を図るためにも,最新の方式を導入

した近代的電線,ケーブル工場の建設が必要となってく

る｡

日立電線ではリリーホルメンス杜 術技の

に,欧米における数十杜の主要電線メーカー

もとと入

造設備

をも調査し,新鋭工場建設計画の検討を加えていたが湖

熟して,同じ日立市内(木工場より約6km北方)に約

12万坪の敷地を定め二_t二場の建設に振りかかった｡

第1期計画のACSR(鋼心アルミ撚縦)工場ほすでに

完成し昭和33年4月より操

電ブ｣紙ケーブル工場,

工場など

を始めているが,引き続き

高圧研究室,介成ゴムケーブル

われ,昭和34年 早々以降順次完成

の予定である｡

さらにゴム線工場,合成樹脂電線工場,通信ケーブル

工場などの移転を将来の計画として検討を進めており,

それらの計画が実現した暁にほ新工場が本工場となって

生産規模ほ飛躍的に増大し安定品質,低原価の製品の製

造に大きな役割を果すものと期待されている｡
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外部保護被覆

(アス′■､､フト婚姻ケーブル)

第3回 インドタタ製鉄所納AVC絶縁ケーブル

AVC絶縁ケーブルを大量に輸出
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日立電線でほインドタタ製鉄所向けとして AVC(ア

スベストワニスクロス)絶

輸出した｡

ケーブル91,000フィー1､を

このケーブルほ電力用と制御用とにわかれ,構造は導

体上に内部アスベスト ワニスクロス,外部アスベスト

の絶縁被覆をほどこし,外部保護被覆としては鉛被鉄線

鎧装,またほアスベスト絹組をほどこした単心または多

心の各種ケーブルである｡

これらのケーブルほきわめて耐熱性にすぐれ,米国そ

のほか海外におし､ては広く用いられているものであっ

て,今後における輸川のホープとして大いに期待されて

いる｡

移動変 車用ケ ー ブル

日立電線ではこのほど,ブチルゴム絶縁の移動

用ケーブルを完成L,関西電力株式会榔･こ納入した｡

移動変温中には第4図に示すとおり変圧器とキユーピ

ルクが2台のトレラーに積み込まれていて変電所におけ

る故障や修理のときの応急用として,あるいは建設工事
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などで,急に変電所の負荷が増ノ(しニトニ土き-の補修用とし

て使用される｡

ケーブルは図示のように取り付けられ,屈仙 揺動な

ど機械的に苛酷な取り扱いを一望けるはかりでな㍉高卜電

気的性能を要求されるためブチルゴム電力ケーブルが用

いられた｡

このケーブルは愉送を容易にし,かつ目的地i･こ到着次

第ただちをこ使川できるよう,端末にモールド形のケープ

ルヘッドが取り付けられ,特別に設計されたドラムに巻

き付けられている｡

一次側のケーブルは22kV川で,この畦rrJ途に20kV

敏プチルゴムケーブルが恥､られたのはわが同において

初めてである｡

防蟻処理の合成ゴムケーブルを完成

白蟻は化れ時代から棲息する最も古い生物の--･つで,

家白蟻と大和自 の二位 が知られている｡

最近九州電力管内で防蝕鉛被ケーブルが家自 の被害

を受けた~_l拝実が発見され,九州,四国,中国地方では地

下ケーブル布設工事用の諸材料に防蟻対

ようになった｡

が試ぜられる

このほどR立電視では白蟻の告を防ぐのにぎわめて効

果的な処朗をほどこした紆成ゴムケーブルを完成し,九

州電力株式会社に納入した｡

このケーブルは策5図に示すとおり最外

料にほ殺

の耐水性塗

剤をJj-Jい,綿帆布ほ臭気忌避剤で処理してあ

るが,有効成分の消失防止のため特別の考慮が払言っれて

いる｡

j〕メタノしキュ互ク!⊥′車上掛ヤ;買島

万.rゐr

中 主 卜j】路 接 枕 図

第5岡 移動変屯〕=ト昭ケーブル端末都

第6図 防蟻処理ケーブルの構造

第7岡 電力ケーブルの｢上1蚊による被害状況

ゴム防蝕屑および励被を喰い破りう封本にまで穴をあけている_ノ
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第8図 Ll立電線二L場における白蟻の飼育実験状況

また万一防

は批

処理層が良い破られても介在ジュートに

,硫酸銅などの殺虫剤を主成分とする殺
剤で処

即されているので白蟻は死滅し,絶縁緑心をこその告を及

は･ナに らない｡

複導体送電線用スぺ-サ
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複導休送電線を架線するには各線問を一定間隔iこ保持

するためスペーサが使1】jされるが,スべ-サの歴史ほい

また浅く,各国とも研究時代とい一′〉た観があり,

ほないとされている｡.

現在までに発

憲版

されている形ほサ真のようなものであ

るが,スベーサとして必要な発作は次にあげる

Q

瓜であ

(1)ACSRの複雑な運劫,たとえば短絡,風,スリ

ートジャンプなどのくり返しに対L.,十分な強度とス

ムースな順応性をもっていること.-.

(2) 期間の屋外設~置に対して化一学的に安定してい

ること,すなわち耐蝕性にすぐれていること.

(3J電気的にはコロナの発rl一三が少ないこと､

(4ノ 価格が安いこと｡

ところで,これらの性能をうるには,大がかりな,し

かも長期間の研究によらなければならない｡

日立電視では早くからこの間題の解抑こ着手L,日立

研究所との協同によって大規模な研究を行っている｡

第9図 複導体送電線用各種スペーサ

T
も
⊥

試(圭三三ノヽ′r二･･キ)

-1｣
＼

ノり▼声
＼上訴｢･･.･ンナ

トbJ｣

ーー竃･｣

′■スプノンr■
′/(鼻緒芸J戸･7ト蚤甘声問摺/∫ノ巾が

第10図 電源開発株式会社納複導体送電線用

スペーサ(鉄塔中間部拝り

第11図 電i原開発棟式会社納複導体送牒線用

スペーサ(ジャンパー部用)

第8図は電ほ開発働式会社に納入したスペーサの構造

を示すもので,電線把持部ほボールソケット形としてス

ペーサが電線の 動iこ対してある角度内で自由に動ける

ようになっており,なお中間の通風据附こはスプリング,

あるいほ撚線を用いたもので,前者ほ鉄塔中間部,後者

ほジャンパー部に使用される(｡

なお把持郎ほアルシ合金(51S)を用い,連結部のス

プリングは特殊表面処理をほどこしてあるので,きわめ

て耐蝕性にすぐれている｡

フレオール銅線の製造を開始

日立電線でほ冷凍機モータ用の新い､電線として,フ

レオール銅線を完成しその製造を開始したゥ

フレオール銅線はアクリロ･ニトリル樹脂を主成分と

した水分散(デイスパージョン)エナメルを導体上に塗

布焼き付けた電線で,耐冷媒性がよいのが最大の特長で

あり,フレオン11,フレオン12にほもとより,冷凍機の･

能力および効果をあげるため最近使用されているフレオ

ン22に対しても,良好な性能を示しているL｡

なおエナメル線とL.ての一般性能すなわち巻付特性,

耐酢紺軋 耐熱軟化性,耐熱性なども実用上閃題ない良

好な性能をもってし､て,将来,冷凍機関係の用途に大き

く進出するものと期待されている｡
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アークホーン(防給金具~'-の大電流実験

九州′.定一力株式会社では関門海峡横断

これに迅なる山家----一西谷間

｣.;i圧送電線と,

電線(220kV)の
三JL二÷

β丈百

画をり一-こに進めている(二

この地方では汐風および工業地描の媒煙のため送電縦

碍子のり潮力ミほなはだしく,碍子表面でアークが発生し

て碍丁や送魔献の破旧する心門己がある｡

日.↓:電縦では九州電力株式会祉の依頼により日立製作

所国ク=二場の150,000kVA短絡発電機を使ってア~ク

ホーンの大電流失験せ行った｡‥･

突放ほ硝子表面で模擬酌に乳000A,0･1秒の大電流ア

ークを発′托させて.このアークがどのようにアークホ~

ンに移■十で碍子などを保護するか穐々の検討を行ったも

ので,7-クホーンの柄造,二桝長の究明にきわめて貴市

な資料か子ミ阜らj~した･〕

電源の大規模な開発が進むにっ

編集後記 れて,夫容最や牒力を長距離にわ

たって経動′机こ送電するため,送

._E電=ミが順次高=三化される蜘如こあり,わが国でもすで
に275kV系統の送電線が各~ノブ面で建設されており･さ

らに心､1･子来に400kV級超高拝送電が期待されている′1
田

超高=(送電線としては従来は申導≠のものが使川され

てし､たカ､1送′,E■#量の増加とコロナ放電によるラジオ障

空牒出批なとの観点カ､ら多導体送境線が広く採用される気

運にあろ.ミ~多導体送電線の短絡実軋および｢~多導体送

･肯睨の捻車用津トの2論文は,350mの実スパン試験用
送電恥こよって多導体送電線ならびiこスペーサに関する

機微的ハ=牲を究明した貴重な報告で･今後の超高虹送電

練の設.汁に閲し寄与するところきわめて大なるものがあ

ると†.ト㌢るこL

田

超紳l■二送電線のコロナ雑音の解析は電力会社,電ぷ牒

餅肌 ′.じ軋メーカーをはじめ各方面において‡(剣に検討

されてし､るニト=l､｢欄線株式会社ではその試験設備として

日 立評論 別冊 N0.28
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第12匡1日~む製作所国分工場におけるアーク

ホーソの大電流実軌

わが国ても屈指の性籠をもつ超高圧Ⅵ心‖筒を設潤し･

送電線コロナの解明に努めている二､｢~超高=卜=づ心!り筒に

ょる送電線コロナ雅拝の解析｣は,その設備の概要と実

験の一部について報苦したものである_ あわせ御熟読い

ただきたい

風

上述の超高圧送冤辣≠潤する報薔3j'言fを巻頭に,各種

境線ケーブルに関する最近の技術の収-リさの--･端を紳介す

る論文13篇を収叙し,ここに｢境線ケーブル暗渠号雛4

軋として読一桁昌彦にお贈りするL_ ~ブこ/ノの御参ぢ一になれ
ばまことに幸いであるL｡.

ニ

巻頭言には勅;く大字教授福‖1伸上の二I三相をいただくこ

とができた(｡博士ほ,今後の電力系統の拡充のためには･

巨躯の投入汽金を要するので,その節晰自】をになってい

る技術の向上こそ刻下最大の急務であり,なかんづく電

線ケーブルメーカーの研究と技術のド山二にまつところ多

きことを力説されている｡御多忙中掛こ木特集号のため

に有益な玉㌫を賜ったことを厚く御礼申L仁ける次第で

ある｡.
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